
1．事業の名称                                    
  十日町いきいき健康調査事業 
 
2．事業の目的                              

十日町市の市街地と山間部において、どのような高齢者が身体機能・認知
機能の低下を来しやすく寝たきりや要介護になりやすいかを検証し、介護予
防事業の立案及び評価に資するデータをまとめることを目的とした。 

十日町市では新潟大学と協働で平成 29 年に市内の市街地と山間部からラ
ンダムに抽出された要介護認定を受けていない高齢者を対象に「十日町いき
いき健康調査」を実施した。この調査により市街地と山間部の高齢者の身体
機能・認知機能について詳しく検討することができた。本事業では、平成 29
年調査に参加した約 530 名を対象に追跡調査を実施し、その後 3 年間でどれ
ほどの変化があったか、詳細な調査を実施する計画であったが、事業実施の
タイミングで新型コロナウイルス感染症の流行が始まり大きな調査を実施す
ることが困難となった。そこで、代わりに郵送調査を実施し、可能な範囲で
参加者の健康状態や社会的状況を把握し、コロナ禍における高齢者の健康状
態や生活習慣・高齢者を取り巻く社会環境の変化について明らかにし、介護
予防につながる知見を得ることを目指した。 

 
3．実施方法                               

平成 29 年に実施した「十日町いきいき健康調査」の対象者である十日町市
内の市街地と山間部の高齢者 527 名から直近までで亡くなった方・転出した
方を除いた 509 名を対象に 2020 年度十日町いきいき健康調査問診票を 2020
年 12 月初旬に送付した。12 月下旬までを期限に郵送で返信してもらい、問
診票の回答内容を入力した。 

入力されたデータをクリーニングし、データベースを作成した。データベ
ースに基づく解析により、コロナ禍における対象者の健康状態や生活習慣に
ついて検討した。 

 
４．結果及び事業の成果                           
 
 
 
 
 
 

①全体的な結果 
■昨年度の同じ時期に比べて、「外出の頻度」、「友人・知人等と会う回数」、「友 

人・知人等と話す回数」、「地域活動の頻度」が減ったと回答した人が10〜20％ 
■「歩く時間」が減ったと回答した人が約30％、「座ったり、寝転んだりする時間」 

が増えたと回答した人が約20％ 
■新型コロナウイルス感染症の流行前と比べて物忘れが増えたと感じている人が25％ 
■疲れやすくなったと回答した人が約30％ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①の結果について、新型コロナウイルス感染予防のための行動自粛が要因の

一つとして考えられた。 
そこで、本調査結果をパンフレットにまとめ、フレイル予防のチラシと共に

調査参加者へ郵送し、コロナ禍におけるフレイル予防について啓発した。パン
フレットには、「運動」・「栄養」・「口腔ケア」の基本的なフレイル予防に加
え、コロナ禍でのフレイル予防の取り組みのポイントとして、特に「人との交
流」、「趣味・生きがい」についても記載をしている。 

②の結果について、市街地と山間部における高齢者のコロナ禍における生活
状況の一端を把握することができた。 

①、②の結果を当市の介護予防事業に携わる地域包括支援センター、運動指 
導士と共有し、住⺠主体の通いの場におけるフレイル啓発に役立てている。 
 
５．感想                                
・どこの自治体も新型コロナウイルス感染症による行動自粛に伴う高齢者のフ 

レイルや介護予防事業の再開に向けた働きかけ等が課題になっている。 
・今回のアンケート調査で、行動自粛がどのように影響しているのかを把握する 
 ことができ、コロナ禍における介護予防の取り組みの一助になった。 
・また、性別や地域性での分析をしたことで、地域ごとの課題を把握でき、地域 

包括支援センター等と共有できたでことで地域の実態に合わせた働きかけが 
できる。 

・今回の調査は、感染対策を継続しながらフレイル予防を図るために、非常に有 
意義な調査となった。 

②性別及び地域での比較の結果 
■外出頻度が減少した高齢者は女性で多かった。 
■友人・知人等と会う回数が大きく減ったのは市街地・農村部かかわらず、女性であっ 

た。 
■一方、グループ活動の参加頻度は全般に減っていたが、減ったと答えた回答者が最も 

多かったのは農村部の女性であった。 
■生活習慣の一部ととらえることができる歩行時間の変化は市街地で減ったと答える 

高齢者が多かった。 
■山間部の男性では変わらないと答えたものの割合が最も高かった。 
■反対に座位時間は増えた高齢者も一定の割合を占めており、特に市街地においてその 

傾向が強かった。 







フレイルってナニ?
年齢とともに心身の活力（筋力や認知機能など）が低下して、
要介護状態となるリスクが高い状態がフレイルで、｢健康｣と

「要介護」の中間です。

フレイルはあなた
次第で予防・改善
できます。
フレイルは、容易に要介
護に陥りやすいのです
が、適切に運動や食事に
気をつけ生活するこ
とで予防ができます。

フレイルには、体重が減る、疲れ
やすい、握力が弱くなる、歩くのが
遅くなるなどの兆候があります。
フレイルの予防習慣は「3プラス1」!
「栄養」、「体力」、「社会参加」、プラス
「お口の健康」です。

フレイル予防のため、「十日町市介護予防体操」を作成しました。
CD、DVDの無料レンタルを下記の場所で受け付けています。
◉十日町市医療福祉総合センター  ◉十日町市役所医療介護課  
◉各支所 市民課  ◉各公民館  ◉十日町地域包括支援センター
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健常な状態に戻れる
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フレイルの予防習慣

3プラス1

問合せ先 十日町市市民福祉部医療介護課地域包括ケアシステム推進係
〒948-0065  新潟県十日町市高田町3丁目南442番地（十日町市医療福祉総合センター）  電話.025-757-3511
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今日からはじめる

フレイル

たんぱく質を
しっかり!

食べる
栄養

歩く力・筋力が
大事!

動く
体力

　 外出・人や社会との
つながりが大事!

つながる
社会参加

　
噛む力・飲み込む力!

お口の健康
口腔

介護予防・フレイル予防!介護予防・フレイル予防!

プラス

十日町市介護予防体操 検 索また、市のホームページでも見れます。


